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経度の値の完全なる一系をとり，それより最小の淺差の三方の縛和を経度
の値に選んだ事である．その方法は卒均距離の種々の値を以て計算をくり
かへされ，途にその攣化の値が與へる事の出來る最小の淺差を見出しナこの
である．この方法は勿論非常に勢力を要するものであっナニが，ロウエルは
大なる忽耐力を以てこれを仕上1ナナこのである．次に彼の最後のSummary
を引用すれば………
　L離心率の一次項による二二作用から，最も嚴密なる最小二乗法を用み
て，1750年から1903年までの残差の≧F方の和は，外方の未知星の同定によ
って71パセントも減少しナこ「．
　もっと多くの項を探り，観測の年数を暦し，叉，離心率：の二乗を用みて
も，結果には大した墾化は無い．
　淺されナこる所の不規則は観測の誤りに依て設明する事が出來ると，ロウ
エルは考へtこ．信頼する事の出直る結果は，緯度の差から見出す事が出來
256 超海王星に記する・ウエルの豫言　（ヂヤックソン）
なかつfこ．それで楕圓軌道の傾斜は推定する事は出域ぬが；ロウエルは10
度の程度であらうと考へたのである。
　そこで，解としては未知遊星が太陽と天王星とに依て引かれるその引力
の違ひのナこめに経度が180度だけ異った二つの解が生する．今回薪しく早
見されナこる遊星の位置に最も近き解の要素は次の如きものである．
　　　　　　　　Helioceutric　lengitude　on　1919．　July　84．00
　　　　　　　　Semimajor　Axis　4，0），O
　　　　　　　　Mass　in　terms　of　the　Sun’s　mass　1／50，000
　　　　　　　　Eccentricity　O．202
　　　　　　　　Longitude　of　Perihelien　203．80
これ等から與へられる経度は現在に於ては104度で，新しい遊星の位置
107度にかなり一致して居つナこ．豫言されナこる光度は，12－13等，2Pち観
測されたるものよりも十倍も輝いtこものであっナこ．そしてその直径が一秒
と語言されナこが，之れは重大なる不一致であっナニ．
　一差の小でないのは引力の小なるナこめである．質量は海王星の質量の0．4
で，卒均會合の時に於て新遊星の天≡E星に及ぼす引力は，同じ患所に於い
て海王星畷ぼす引力のほんの÷であらう．thほ，二星の棚翻が
速いナこめ，此の力が働く時日は短かい．
　15等級の小遊星の赤見は毎日の様に行はれて居る．遊星は爲眞に撮られ
ナこる星の中よりその運動を決定する事に点て恒星との匠別を定める事が出
來る・この豫言されナこ軌道上にある遊星は，最も都合よき歌態にあっても
一時聞に二秒，又は三秒程度の運動を示すに過ぎない．そしてそれが遊星
なりや否やを槍するには，豫期されたる遊星なれば少くとも五秒程の線と
なって現れて居る事が必要である。他の方法は引画き日々撮りず：る篇眞を
瞼し，その運動を決定する事が出來る．然し爲眞の中の多くの恒星の中か
ら遊星を見出すと云ふ事は，非常に困難なる事である．ナこぶんロウエル天
文璽の槻測者達はこの非常に微光の超海王星を獲見するまでには，多くの
小遊星を見出した事であらう．全世界の天文暗者はロウエルに依て悪言さ
れナこる軌道上に新遊星が如何なる運動をなすかを非常な興味をもつて眺め
て居る事であらうし，又一層精しい槻測結果の獲表を期待して居るであら
う．〔Nature　3151〕（宮澤言下）
